
挨拶・総括　　　　：

地区名　：今田地区 栗山泰三 司会進行　　　　　：

日時　　：平成26年11月25日（火） 隅田雅春 報告　　　　　　　：

　　　　　　19：30～21：25 下記参照 受付　　　　　　　：

場所　　：今田まちづくりセンター 下記参照 記録　　　　　　　：

参加人数：　11人(男11人・女0人) 堀毛隆宏 会場（マイク）　　：

【主な質疑】

・政務活動費は、議員一人につき１ヶ月当たり２万円、年間２４

  万円を所属する会派に支給しています。なお、政務活動費を支

  出していない会派については、構成員が２人でそのうち１名が

  当時の副議長であったため、会派としての活動が困難であり、

  その結果支出が０円となっているものです。また、政務活動費

  については、兵庫県議会議員の問題以後、本市議会においても

  、議会運営委員会で活用範囲について検討中です。

隅田雅春 前田えり子（３）質疑応答　　：

木戸貞一 堀毛隆宏（４）意見・提言等：

（５）閉会あいさつ：堀毛隆宏 木戸貞一

議会報告会　会場報告書

【出席議員】

栗山泰三

概要

栗山泰三

渡辺拓道

渡辺拓道 隅田雅春

（１）開会あいさつ：

（２）議会報告　　：

担当班：　　　3班　　班代表者：  栗山泰三  

前田えり子

質疑・意見 回答

・政務活動費については、使用している会派と全く使用し

　ていない会派があるが、会派を越えて有効活用すること

　はできないのか。



回答

・堀毛議員の差別発言の件について、本人からは、深く反

　省をしておりその後、これまでの間、人権研修等を積ん

　で、今までの自分とは違うという意味の報告があった

　が、市議会議員は市民の代表であり、冒頭に謝罪があっ

　ても良かったのではないかと思う。

・（本人より）ごもっともなご意見であり、今後の会議の冒頭で

  謝罪をします。

・少子化、定住対策について、今田は、小中学校それぞれ

　１校であるが、子どもの数は減少傾向にある。リサイク

　ル活動や奉仕活動も人数不足で苦労している現状であ

　り、将来、今の子ども達が地元へ帰って来てこその定住

　と考えるが、そのために、例えば、通学路の街灯設置

　等、具体的な教育関係の予算付けをしてほしい。

・４町の合併後、支所の機能が縮小され、市民にとって不

　便になっている。例えば今田支所では、窓口業務のみの

　対応であり、相談業務がない。支所の機能を充実させて

　ほしい。

・執行者に意見があったことを伝えます。

・子育て支援の例を挙げますと、本市の東部地域においては保育

  園と幼稚園の保育費の補助があります。また、本年からは、中

  学３年生まで医療費が無料となっています。その他、予算面に

  ついては、執行者に意見があったことを伝えます。

・まちづくり協議会と自治会長会は似通った組織であるの

　で役員の体制や予算面、事業の内容などの連携ができる

　ような仕組みづくりをお願いしたい。

・地域によって、組織の状況は様々ですが、城北まちづくり協議

  会では、それぞれの組織の立場を尊重して、うまく活動されて

  いると感じています。また、岡野まちづくり協議会において

  は、まち協会長は地区自治会長が併任しており、多様な活動を

  積極的に行っています。執行者に意見があったことを伝えま

  す。

質疑・意見



質疑・意見 回答

・人口の減少阻止と増加のための対策を考えて欲しい。同

　じ市内でも、味間地区は新しい家が建って人口が増えて

　いる。今田は良い条件の田畑が多く、農業振興地域の規

　制があるので新しい家が建てられない。何か対策をとっ

　ていただきたい。

・少子化・定住促進対策特別委員会で参考にさせていただくとと

  もに、執行者に意見があったことを伝えます。

・本市の教育水準（特に英語教育）を引き上げる必要があ

　るのではないか。岡山県総社市の取り組みを今田小学校

　で取り組んでもらいたい。各議員と教育委員会には資料

　を提供している。議員で視察へ行ってもらいたい。

・国際交流はとても大事なことであり、そのためには小学校から

  の英語教育は大変、大切であると思います。執行者に意見があ

  ったことを伝えます。

・６月議会で、本荘自治会長名で、東条川（一級河川）の

　護岸工事についての嘆願書を提出したが、その後、議会

　としてどのように対応されたのか。また、議会から県へ

　要望していただきたい。

・本件については、市長宛の嘆願書も提出されており、既に担当

  課より県へ働きかけをしておりますので、議会では状況を見守

  っているところです。

・国民健康保険税の改正について、資産割をなくすことに

　ついての反対討論をしたのはなぜか。

・（反対討論者本人より説明）保険料を計算する根拠の１つであ

  る、資産割をなくすことに対して反対したのではなく、それに

  よって保険料の総額が上がることが問題で、今は保険料を上げ

  る必要がないという意味で反対しました。

・上立杭つぼねがさ交流館前広場はドクターヘリの離発着

　場に指定されているが、現状は砂利のため、自治会で簡

　易な舗装を考えていたが、後川のドクターヘリの離発着

　場については、市の負担で舗装をすると聞いた。当該場

　所についても市で舗装してもらいたい。また、ドクター

　ヘリの離発着場については、今後、順次、本荘か黒石、

　木津にも増やしてほしい。

・後川地区においては、当初は舗装せず散水で対応する方針でし

  たが、篠山市消防本部から散水用のタンク車が到着して、散水

  が完了するよりも、ドクターヘリが早く到着するため、その場

  合、ドクターヘリが上空で待機することになるので舗装するこ

  とになったものです。ご意見は、市でも認識しているとは思い

  ますが、執行者に意見があったことを伝えます。



・熊が出没した時、現在は殺処分するのではなく、一旦眠

　らせて再び山へ戻しているが、それで良いのか。

・執行部に意見があったことを報告します。

質疑・意見 回答

・執行者に意見があったことを報告します。

・執行者に意見があったことを伝えます。

・市の施設をまちづくり協議会や、自治会長会の会合で使

　用する時には、使用料が減免されないので不条理である

　と感じる。

・今田地区のオフトークが廃止になり、現在は防災無線が

　各自治会に配布されているが、十分に活用できてないよ

　うに思う。

・有事の際に、活用出来るように担当部署とも話しています。執

  行者に意見があったことを報告します。

・ＡＬＴが休日に活動活動する拠点となる場を用意して、

　外国人観光客の誘致に繋げてもらいたい。


